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   1.緒   言

 昭和九年六月二日講演,"界 面水相に就いて"に 於て,氷 鮎以下の水分子の歌態 と,繊 維に

附着せられ仁水分子の妖態 との關係に就いて比較 し,吸 着水の電氣的"分 布模様"な る新考察

を加へ,同 年十二 月一 日"繊 維の吸着水に就いて"と 題する講演 に於て,上 記考察の下に木材

織維粉末に關 する實験結果 を報告 し,繊 維内の水分子の吸着並に分布状 態を考察 しナこ,本 稿は

爾者の要領をまとめたものである.

  2・ 吸 着 水分 子 の電 氣 的"分 布 模襟"

 天然植物鐵維,再 生繊維(人 絹),羊 毛其他一般繊維の多 くは,常 に梢當量の水分を吸着含有

する事を特徴 とし,往 々繊維鷹用上の問題 となる.電 氣的に見れば,繊 維は縄縁其他の口的に

慮用せられ る不均一誘電彊の代表的な ものの一で,殊 に商用周波敷域に於 ける電 力の異常吸牧

が以前 より注 目せ られて居 に.我 々は特に其の含有水分に依る電 力の異常吸牧に着 目し,爾 者

の關係 を明かにして,吸 着水分の研究を行ひ度い と思ふ,上 記異常現象の理論的な設明 として

Wagnerの 與Mこ 二暦理論Maxwellの 懸濁質理論等が知 られて居 るが,取 扱 はれて居 る二成

分系に就 いて も尚充分定量的でない,吸 牧理論の根本は緩衝時間 τの物理的内容であると思は

れる・ この τの考へ方 としてDebyeの 與へられ7:双極子説が,可 成 り實験的事實に定量的根

擦 を與へて居 る.然 し何れにせよ二成分系以上の誘電鐙吸牧を取扱 ふ事は極 めて困難であるに

拘 らす,水 を含有する繊維は少 くとも水一繊誰一分散媒の三成分系 と考へねばならぬ.

 含有繊維粉末 を適當な媒膿に浮べτこの困難を征服する事が出來 ると思ふ・即ち吸着質(紹

乾繊維)と 略相等 しい誘電的性質 を有する媒艦に浮べる.例 へば繊維は縄乾 にすれば,3乃 至4
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の透電恒数 を有 する紹 縁物質 とな るが故 に(5'7'),之 と略等 しい透電 恒藪 を有 す る絶 縁液 髄の 中

に分散せ しむれ ば,系 は電 氣的 に均一 とな る,か ～る均一絶 縁膣内 に若 干 の水分 が含有 せ らる

れば,水 分 子は極性 の強 い高透電 恒数(80)を 有 す る異常分 子で あ るが故 に,恰 も眞 室 中の水蒸

氣 叉は氷 の 中の可動 水分子 と同様 に考察 して差支へ ない と思ふ.然 るに一方繊 維 に吸着 せ らる

る水分子 は,ミ セル聞隙 内の一定黙 に安定 な位置 を見 出 して分 布 す る事 が繊 維の幾何 學的 叉は

X線 的研 究か ら明か となつ7こ・帥 ち水分 子 は吸着 の力揚 に一 Mmaに 束 縛 せ らるsも の であつて,

氷 の如 く一定結 晶軸 は有 して居 らない として も,與 へ られ九分 散系 に就 いては水 分子 の一つの

模 様(Pattem)を な す配列 が考 へ られ,一 種 の準結 晶状 態 であ る・ 之 を假 りに"電 氣的分 布模

様"(Electric Distribution-Patern)と 名 づ け る.

 以 上 の如 き實験 方法 を用ひ,以 上の如 く考察 す る と,含 水繊維 といふ複雑 な系 を比較的簡 軍

に取扱 ふ事が 可能 とな る・即 ち從來の理論 に よれば各成分 の透電恒 数,形 歌,比 容積,電 導度

其他 多数 の因 子が問題 とな るが,我 々の揚合 は水分子の電氣的分布 模様 の差 を考 へ て比較考察

すれば足 りる と考へ られ る・上記 の如 く吸着水相 を一つの特殊凝 集封犬態 の分 布 をな す もの と考

へ,之 を水の結 晶状 態帥 ち氷 に就 いて比較 を試み よ う.

  3.氷 の 電 氣 的 性 質

 氷 に就 いて纏 つt二電氣 的研究 は比較 的少い・P・Thomas,(1)J・Errera,(2)P・Debye・Wintch・

及 びMurphy(4)等 が その主 な もの であ る・P・Thomas(1910,1913)に 依 れば・-130cC以

上 の氷は異常 性が大 き く,そ れ以 下で良絶 縁艦 とな る・1924年J・Erreraが 固腿 分散 に就 いて

實験 し"有 極 性分 子は固艦 に於 いて も電波分散 をな す"こ とを示 し江 この一般的現 象 につ い

ては今 日尚議論 の行 はれて居 る所 であ るが,氷 に關 してはJ・GranierもWintschも 亦Errera

と同 様 な結果 を得,叉 最近Murphyも 同様 な結 果 を得 て居 る・從 つ て今 口氷 の異 常分 散及 び

吸牧は確 か ら しい と思 はれ る.(第1圖 参照)
                             箪 1 圖

 P。Debyeは 之 の理論的設 明 を試 みた・帥  80
                                     -50C

ち有 極性液 購の場 合 と同様 に双極 子理論 を固  60  -2"C

罷 に慮 用 し,水 分 子の500萬 分 の一 だけが配  .40              -・neE

方(Orientate)す れ ば,-6。Cの 氷 に於 いて・  20             -31・c

                                     _4フ.50C

波長70km附 近 で電波は分散 し,そ の附近  o
                       _    100     200     300     400     500     600 _  700

に電 力吸牧 の極 大貼 のあ る可 き事 を示 した・

 要 す るに水分 子 は氷 の歌 態 において もその一部 の分 子は廻 縛能率 を有 して居 る事實 に注 目す

べ きであ る.吸 着 力揚 に束縛 された る水分 子 につ いては改 めて検討 するの必要が起 るわ けであ

る.

  4.氷 鮎下 の吸着水相の電氣的性 質
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 氷鮎下の吸着水に關 してはTausz及 びRumm爾 氏の實験がある,主 として澱粉 に就いて

行はれた第2圖 はその結果である.乾 燥 しに揚合は殆んど温度の影響がない(曲 線2,3),米 澱

25         粉(含 水量1423%),馬 鈴薯澱粉(含 水量18.12%)に 就いて,透 電
       4＼

            恒数(D.K,)は,氷 鮎に於 いて不連績的憂化を示 さす, EPち温度の

20  0       D .Kに 封する影響は,水 の固化鮎 とは無關係に同一現象に依つて

            連績的に支配せられて居 ると解 せらる.然 し氷黙下に於ける愛化は
15

        7   比較的少 く～30。C以 下は略影響がない と考へてよろしい,帥 ち氷

            に比 して著 しく温度の影響 が小 さい.之 は吸着水相の水分子は吸着
10
       う

       6   力揚に鋒つて既に充分固定乃至束縛せられて居る事を示して居る.

5          先報告σ)において,我 々が吸着水中の撒%を 固着水相と考へた事に
       ヨ

       2   一致 して居 るものである.然 るに,無 機物質である硅酸 ゲル(水 分
        1
'60'30 0+30  9

・57%)の 揚 合は趣 を異 に し,一 直 線 に温 度 と共 にD.K .は 降 下

。氷、蔽 禰  ・・艦 の鮪 紛 の大部分・縮 水叉は自由水であることを示し

      G「anie「) て ゐ る と思 はれ る.繊 維 素 を主 腿 とする繊維 の揚合 は,恐 ら く澱 粉
1硅 酸(乾 燥)

2 " (",+ペ ンゾール  と同 様 に氷黙 下において もD.Kの 攣 化 は比較 的少 い と考 へ られ

3来 澱粉(O.6 %水)

4硅 酸 ゲル(9.57%水)   る・ 云 ふ迄 もな くその憂 化は含有 水分 量 に依 つ て異 るので・我 々の

1繕 翻 燈1、 水,鵬 購 水柚・影響砂 ・・繍 繍 触 繍 に構 す・所が主
7  "   (")   として影響 を受けるもの と考へ られる.
     十 トルオρル

1-7:Tausz u. Rumm   要するに低温に於・いて も一部の可動の水分子,帥 ち電場に依つて

動 きうる分子が一部分 は存在する可能性を示せる事に注目すべ きてある.

  5.繊 維 吸着 水 の電 磁 波吸 牧 ス ペ ク トノレに依 る研 究

 上記の如 く,吸 着水が氷の揚合 と類似して吸着力揚に束縛 されて固定せる水分 と可動 水分の

存在する事は想像せ られ る所である.我 々は可動である粘着水相,自 由水租に依 る電 力の異常

吸牧を測定 し,逆 に吸着水の駄態を定量的 に決定せん と試みた.以 下木材繊維粉末 に就 いて上

記の如 き一種の等誘電艦分散法を用ひ,電 磁波スペク トルを描 き上記の分布模様の概念に依つ

て計算 した所 を報告す る・(8)

 1實   験

 先 切 木材粉末を無極性物質であるベンゼン中に分散沈積ぜしめて一っの蓄電器を構成せ し

め,そ の蓄電器内に,眞 室管獲振に依 る6,000サ イクル以下の低域電磁器波が吸牧せ られる駄

態を測定 し,そ の際,粉 末の含有水分量を攣化して,電 波吸牧スペク トルに與へる水分 の影響

を實験測定 し↑こ・

 誘電禮蓄電器及び實験資料の調製一各實験の測定結果の敬 値が五ひに比較 し得 る爲 めには,
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可憂の一因子即 ち含有水分量を除 き,他 の條件は常に同一で不愛 でなければな らぬ・か、る目

的に比較的合致す る方法 として,微 粉末 をベンゼン中に分散沈積せ しめる方法 を探つた.微 粉

末を得 るには,物 質に磨 じた,適 當なる物理的乃至化學的操作 を工夫することを要する.蓄 電

器電極は五極 とし,金 鍍金 して,厚 さ,極 聞何れ も4mmに 固定 した.極 聞 を更に接近せ し

め る事は極面の影響が大 きくな り危険である.極 面積は 12・cm×15・cm,測 定周波撒の低い爲

に,比 較的多量の資料 を必要 とする・

 本報告の資料は,主 として北海松 を機械的に粉木 としナニ木粉である・資料に所求の水分量 を

任意に含有せ しめる事は可成 り困難である,且つ資料は一般に吸漁 ヒステレシスを有 して居 る.

方法 としては,(1)加 熱乾燥法(漁 度調節),(2)硫 酸乾燥法(濃 度調節),(3)盤 化 カルシュウム

眞室 とを併用する方法を用ひたが,何 れ も訣鮎を有 して居 る.硫 酸法の時は亜硫酸の獲生に注

意 を要 する・本實験 には,資 料1は(3)の 方法を,資 料IIは(2)の 方法 を用ひた ものである.

 水分の測定は,普 通の(1)100。Cに 加熱乾燥する方法 と(2)加 幅氏法 とを用ひた.ベ ンゼン

中に懸濁する操作中及びベンゼンの浸潤に依つて水分の憂化を來すものでない事を,修 正 した

加幅氏法を考案 して,實 験的に確 めナこ.水 分 を均一に保た しめる方法 としては,細 長 口の特殊

のフラスコ中に数 日放置 し時々振撮 した,

 實験及び測定 方法一略圖第3囲 に於いて1は20～6,000サ イクルの眞察管獲振器,IIは 護

振周波数を更正する爲にキャンベル氏に倣つた周波数測定回路,IIIは 測定電橋 で,等 贋回路

には直列抵抗を用ひた.Xは 可検

の五極蓄電器,約2米 立方の恒濫            第  3 圖

恒漏室内に置 き,恒 温室内に5時
                                x

間以上放置すれば,ほ 瑳熱的平衡
                州         IIIが得 ら
れ,然 る後測定する.電 源       窟

の叢振電波は可成り高調波を含ん         '            - lv

欝:架 離1霧'註ll幽 藷
注意 を要 した・

 II實 験 結 果

 a)透 電恒数 と含有水分量 との關係

 上記の如 く測定 した直列等贋静電容量を(1十tan2δ)に て除 し,卒 列翻電容量 に換算 し,得 た

る透電恒数(ep)及 び之を周波藪(り について外挿 して静電揚(f=0)の 透電恒数(ε。)を求

めると,第1表 及び第2表 を得 た.

 第1表 にて木粉に罰す る水分含有率をWと し,之 をベ ンゼンに分散せ しめ7:揚 合の比容積
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      or 1表 木粉ベンゼン系に於ける透電恒数 と含有水分率 との關係

                温  度  31,6=hO.10C

       護 水 分 含 有as 魏 畷(ep)(f調 脚

       叢 ,男、 (罪,.・ 一・…5f-1剛 ・一・・外挿)

    1     1 (2)       10.89        1.42         -         18.37        25.5

    2        (6)       1〔).47        1.37        7.94        16.00        25.4

    3       (5)       8.86        1.15        4.75        8.18       22.6

    4(3)7.750.993.14 456 9.8

    5       (4)       4.50       0.56       236        2.36        3.2

    6    11 (9)       9.78       1.27       5.06        953       2.40

    7       (7)       9.37       1.22       5;〔}1       8.83       22.4

    8      (11)       8.86       1.15       3.84        6.03       20.3

       第 4 周         を 測 定 し,比 重 か ら全 系 に 剥 す る含 有 水 分
 をち

 2、  木粉.K。ゼ.,系      ・  ft・    量 を計算 しt二値 をmと す る.こ の場 合,

 22  難!∬      1、       m=0」003W/〔(1-W)O.9204十 〇.11003W)
 20     温皮31・6℃

透                     の關係 となる・

電              1       第4圖 によれば約7・5%～9%の 間に於
恒             11t'60es   て,急 激な透電恒数の憂化を來す. EPち粒
鍬
(                  子 に蜀 し1・5%,全 系に封 して約0・2%の
ど
)                     僅少な水分の檜加によ り

,系 の透電恒数は

                      約3倍 に増加す るに拘 らす,7%以 下～9%

  4 ・ 6 7 s 9 ・・ "   以上の水分 の影響は比較的小 さい.先 にこ
      水 分(の(%)
                      の7%以 下の水分 を固着水,7～9%の 水分

を粘着水,9%以 上を自由水に大別して         第  5 圖

考察 しナニ・ 然 し,果して 固着水分 に屡 す る  22

,%の 紛 、、 氷 の紛 子 と同一 の物理20
                    18

                     的駄態にあ るか否かは更に他の方面 より   
16

                   透14之を究明せねばならぬ
・又氷の電氣的性                   電

12

質 も充分明かになつて居なければならな  恒10

い.                     籔8

b.)電 波分散・紛 鮪 量 ・の關係 3・

 爾者の關係の實験的結果は第2表 及び   。

第5圖 の如 くである。この揚合も,約フ% ・。 讐 繋bu Ft器 畿

以上の水分から急に分散が著しくなる.   融 節 〉 波長(λ)
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          第2表 電波分散と含有水分量 温度3L6。C

     周 波 数  含 有 水 分(%)

      ω 恩:i9:ll恩:1?:釧 階:11冨:1:1『 盤:1:ll

            εP    εP ・  εP    εP    εP

      6,005       -         7.94       5.06       3・84       3.14

      5524       -        824       520       -        3.17

      5,027       9.57       8・63       5.36       -         3,24

      4,604       10.06        8.97        5.55        -         3.29

      4,162       10.40       9.62       5.81       4.08       3。39

      3,515       11.10       10.07       5.59       -         3.41

      3,089       r1.82       10.72        653        -         3.50

      2,583       12.69       11.31       6.73       4.48       3,70

      2,038      13.97      12.23       7.18       4.76       3.9i

      1,501       15.82       13.89        8.06        5。36       4.10

      1,000       18.37       16.00       9.53       6.03       4.56

       750        -          一         10.57        -          -

       500        -         19.35       12.23        7.76       5.77

       250       -        22.04       -        1028       -

       120       -        -        19.45      13.40       一

こ の 分 散 の 有 檬 は,多 数 の 研 究 者 に 依 り,圏 盟 異 常 分 散 の 例 と し て 知 ら れ †二氷 の 分 散 に 類 似 し

て 居 る(第1圖 参 照).若 し 氷 結 晶 盟 の 揚 合 を分 子 凝 集 力 の 力 揚(結 晶 格 子 内)に あ る 水 分 子 に 基

        第  6 圏          因 す る異 常 分 艦 とす れ ば,こ の 揚 合 は,

tanδ  木粉監ベンゼンー系Cll)   丁.31.6ec      繊 維 の吸着 力の力揚(繊 維構 造 内)に あ る

o.e5                     水分子に基因す る異常分散 と老へ ること

e.SO                    は必す しも無理でない と思ふ.然 しこの

鰯                     揚合,透 電恒藪の大 きさか ら直ちに水分
aOO

                       子の歌態を比較することは出來ない.そ
a45

α40            m-1.24%    れは静電場に於ける性質が異 なるか らで

O'35                    ある。叉後述す る所に依 り自ら明か とな
α30           m昌1・22%
                       る.O・25           nl-1.:5%

…     /一＼/一 一～ ℃  。)電 波馴 父スペク ト・レと水分鮪 量

・.15   もノ ーYm・1・07・ との關係
0.10

                        分散の附近に一般に吸牧が行はれる・
O.05

・・。 
、 2 3 4 , , 第4表 ・第6圓 は資料IIに 就いて'Nlj定

            周波籔(キ ロサィクル)  しナこ結果である.約3,000サ イクル以下

に著大 なる吸牧を示 し,そ の吸牧極大貼は水分含有率の減少 と共に,周 波数小 なる方に移行す
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           第3表 電磁波吸牧 と水分含有率 との關係

             資 料II 温 度31.6。C

       番    含 有 水 分 傘(Wm%)

         周波鍛 恩=響 蟹=犠 贈:18贈:31

       號  ㎞・ 伽・L坐 ・・ 伽・
       1     6,005      0.368      0.325      0.215      0.142

       2    5,524      0.377      0.336       -       0.140

       35,027 0.400 0.340 - 0.143

       4     4,604      0.386      0319        -        O.130

       5     4,300      0.405       -         一        一

       6     4,162       0.273      0。236       0.142       0.091

       7     3,840       0.347        -          一         一

       8     3,515       0.378       0.33フ        ー        0.135

       93,089 0320 0,309 - 0.108

       10     2,583       0.369       0.330       0.182       0.139

       11     2,038       0.489       0.467       0.288       0.240

       12      1,761       0.503        -1-         一         一

       13     1,501       0.508       0.509       0.384       0356

       14     1,254       0.525      0,535        -         -

       15     LOOO      O.502       0.544       0.465       0.496

       16     750     0517      -       一       一

       17       500       0、478       0.533       0.515        -

       18      250        -        0.445       0.472        -

       19       120       0.164       0.310       0.408        一

る,即 ち 極 大 吸 牧 周 波 数(F(m。x.・tan・6))は 滅 少 す る・ 然 る に 極 大 吸 牧(max tanδ)の 値 は 比

較 的 攣 化 し な い,こ れ に 封 し約3,000サ イ ク ル 以 上 の 範 園 に 於 て は,曲 線 の 形 に 憂 化 少 く,唯

吸 牧 の 値(tanδ)に 著 し く影 響 す る・ 換 言 す れ ば,水 分 の 影 響 は,約3,000サ イ ク ル 以 下 で は

Fmax tanδ に 現 は れ,約3,000サ イ ク ル 以 上 に 於 い て は 吸 牧 量 に 現 は れ る.故 に 極 大 吸 牧 周

波 敏 の 本 質 を 明 か に す れ ば 約3,000サ イ ク ル 以 下 の 關 係 が 明 か と な り,高 周 波 吸 牧 の 本 質 を 明

か に す れ ば,3,000サ イ ク ル 以 上 の 關 係 が 明 白 と な る ・

 こ の 水 分 含 有 率 の 影 響 は,温 度 の 影 響 に 類 似 して ゐ る事 は 一 見 し て 明 白 で あ る.こ の 事 は,

水 分 含 有 率 の 憂 化 は,吸 着 力 揚 に 主ゴい て 異 れ 矧 犬態 の 水 分 子 の 割 合 の 攣 化 を 意 味 し,熱 に 依 る

状 態 愛 化 に 相 慮 し て 居 る と解 繹 す べ きで あ る.

 d.)高 周 波 吸 牧 と含 有 水 分 量 との 關 係

 周 波 数6,005に 於 け る 吸 牧(tanδ)を 見 る と,第7圖(第3表 及 び 第4表 参 照)の 如 く,含 有

水 分 に 封 し略 直 線 的 關 係 を 示 して 居 る.爾 多数 の 實 験 を 得 て こ れ を 考 案 す べ き で あ る が,若 し

か ＼ る 一 次 曲 線 の 關 係 を な す とす れ ば,從 來 含 有 水 分 量 の 定 量 に 透 電 恒 藪 の 測 定 を 慮 用 し ナニが,
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その揚合・例へば第3圖 に見 る如 く・         第 7 圖

その曲線は稚1 複々 羅である貼に封 して

興味ある貼だ と思はれる.        o.6

e.)鰍 吸牧周灘 と鮪 水彊 と  

の關係          O'S

 約3,000サ イクル以下に現れた吸牧     

の極大貼は,鮪 僻 と比例 、曖 ε鰻
                   づ

化 し,そ の關係は第5表 ・第8圖 に見  へ

                   )9' o・3る如 く
,矢 張 り7%以 上か ら現 れる.  竃

StoOps氏 の實験 に依れば,繊 維素(セ   Q
.2

ロファン)を 絶乾(105'C)し て も30。C

に 於て約10c'サ イ クル附近 に吸牧極大   o.1

黙 が 存在す る・ これは恐 らく水分 に依

る もの でない.Stoops氏 も之 を繊維   6  7  8  g  ユo  U J

素分子の鎖の廻傳に依るものと考へて    水 分(%)

        第 8 圖        居る我々の揚合は明かに水に起因して居

   る.然 し之 を箪に電氣的に透電恒数 と抵
    抗の組合せに依

つて設明するよ りも,更

    にそれ らの本質的考察に蹄
へ らねばなら

 
   ぬ・而 して分散の關係か ら考へ られt:と

   同様に,氷 結晶内の水分子の吸牧が考昏

   られ るならば,こ の吸牧は吸着力揚内の

   分布模様 をなす水分子 に基因すると考へ

   られ る方がよ り本質的である.第8圖 に

  示 された二次 曲線は吸着力の中心貼に野
 

   する水分子の位置及び分布を暗示するも

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11   のの如 くである.
        水  分 (%)
                        f.)吸 着水分子の綾衝時聞

 前節の考察の下に分布模様をなす水分子の綾衝時聞(Relaxationszeit)の 計算を試み参考 と

する.

 P.Debyeに 依 れ は5固 禮 分 散 に つ い て も配 分(Orientation)に 依 る分 子 のJ・F均 能 率 はF。ej``'t

なる電揚において
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                 第  4 表

      番 水 分 e・bsl ・・一 伽 ・・

      號 w(%) 〔肱 勾 、計 算)㈱ 定、
                 e.=2.3

      1       薯0.84          139          2,000          3,150

      2    ●   嚢0.47           冨3.85           1,500           2,薯00

      38.86 12.45 340 880

      4        7。75          6・05           450         く500

      5       4.50          2.75          250         く250

      6       9.78          13.15          400          1,250

      7        9.37           12.35            450            880
                               コ

   , .8  8・86  11・3   200   580

       菰「+}僻●費 評     (D
とな り(μ は双極 子能 率,τ は緩i衝時聞),こ の式 とMosottiの 假 設 とが成立 す る と假定 す る

時 は一般 透電恒数 ε=・Sノーjε"のrg t項 は

       E'一・・+賎河 〔1+(謂)'ω ・τ・〕 (・)
とな り,こ の ε'は 明か に換 算 された卒列静電 容量 よ り計算 した透電恒 数(εp)に 相 當 して居 る.

實 験 結果 か ら計算 す る と,εpの 値 は99 1表 の如 くであ る・上 式第2項 は、 固艦 分散 の揚 合 も,

       一 叶9(εn十2ε。。十2)/〔1+(1謹 多ア司 ・・(・)
で與へ られて居 る・今 ω に就いて微分 して極大條件 を求む るに

       (oτ一  …詳≡多                               (4)
從 つて第2式 よ り,吸 牧 スペ クFル にお ける,ε'が 得 られ

       転 一零 玉      (・)
叉,吸 牧 ス ペ ク1・ ル を 示 す 周 波 数(F。bg・ 叉 はF(m。 。. t。nδ))は

       ・・一 剛 一 謂 、乱   (・)

      ・・一 、。F、誌 。(ε 。。十2εo十2)  (・)

 こ5に ε。。は系の光學的透電匝藪 で23と 假定 し,e。 は前謁 播電揚の透電恒撒(第1表 参照)

である.分 散圖(第3圖)か ら求めt二計算値を,實 際吸牧スペク トルの極大瓢を測定 した値に比

較す ると,第5表 の如 く可成 り値が小 さく假定に少し無理がある爲 と思ふ・第5表 に依れば,

緩衝時聞(τ)は10-5-10-6秒 の範園にあつて,之 を氷結晶内の揚合に比較すると,-5。Cの 氷

の水分子がr=2.7×10-6秒 程度である.

 第5表 の数値 を縄劉的 な値 とする爲には,分 散質であ る粉末の比容積を決定 し,之 に基 く一

定の系数 を乗 する事に依つて,一 般の揚合の籔値を得 る事が出來 ると思はれる・爾將來の實験

研究の結果を待 ち度 い と思ふ.
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           第5表 吸着水分子の緩衝時間 温度3L6。C

                  ωτ      緩 衝 時 間 τ      番   水   分

      號w・%・ 〔ea。+2εo+2〕〔鯨 ・〕 嚇 則・〕

      1        10.89          0,1563        124×10『5      7。91×10『6

      2        10.47          0.1568        1.67×10『s      1.19×10-5

      3        8.86          0.1774       8.17×10-5      3.16×10-5

      4        7.75          0.364        1.23× 竃0-4        -

      1       9.78         0,1653       6.58×10-5     2.11×10-5

      2        9.37          0.1762        6.24×10-5      3.18×10『5

      3        8.86          0.1927       156×10-4      5.29×10『5

  6.結   論                     "

 L)吸 着 水 の電 氣的研 究 に劃'す る新 しい槻念 と して,吸 着 水 の"電 氣 的像",叉 は"電 氣的

分布摸 様"(Electric distribution pattern)を 與 へ7:・

 2.)上 記 襯 念 に依 る實験 方法(等 誘電艦分 散法)を 述 べ,併 せ て從 來の氷,井 に吸着水 に關 す

る諸家 の研 究結果 を参照 し†ゴ

 3.)か く して繊 維質 の含水粒 子分 散系 の電磁 波吸牧 スペ ク トル を測 定 し,PDebyeの 固龍

分 散式 に從 つて,其 緩衝 時 間 を算 出 し7こ・算 出結 果 に劃 す る上ヒ較 基準 として,氷 の結 晶内の水

分 子の歌態,即 ら氷 の緩衝 時聞 を取 つた.こ れは,吸 着水 の駄 態 を数 字 的 に與 へ る試 み であ る・

 次 に,電 波の吸牧,分 散曲線 よ りは,

 4・)系 の分 散圖 と含有 水分 との關係 は,氷 の分散圖 と溜度(低 温)と の關係 に極 めて相 似 であ

ろ.叉 固着 水(叉 は圃 定水)と 粘 着水(可 動 水分 の一部)と の境界 が含有 水分約7%附 近 に存在す

るこ とは興 味 あ る事 實 であ る.

 5,)電 磁 波吸牧 スペク トル に就 ては,約3000サ イ クル以 下の範 園 に於 ては,吸 牧極 大一周 波

数,(叉 は 軍 に吸牧 周波数)が,含 有 水分の函数 とな るに封 して,

 6,)3000サ イ クル以上 の高 周波域 に於 て は,吸 牧量 の値 が,含 有水分 の函数 となる結果 を示

し仁 これ らは,水 分測 定方法 に用ふ る楊 合等の慮 用問題 に封 す る暗示 を與 ふ る ものであ る,

 上 蓮 の研 究 は,理 論,實 験共 に將來の獲逮 を待 つ可 きもの甚 だ 多い と考 へ る.

 最 後 に,本 研究 に當 り絡 止,懇 切 なる,御 指導,御 鞭健 を賜 つ た志 方釜三歎 授,弁 に,種 々

助 力を輿 へ られ た研 究室 各位 に,甚 深の謝意 を表 し,叉 研 究 費の補 助 を受 け た學術振 興會 に郵

し,厚 く感 謝 の意 を表 す る。            (第8回 大阪講演會に於 て登表)
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